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JAAS (Japanese Association of Autism Support)

この度、全日本自閉症者支援者協会の理事に就
任いたしました、ひょうご発達障害者支援セン
ター　和田康宏と申します。全日本自閉症者支援
者協会の中で、発達障害者支援センター部会を作
るということで、微力ながら取り組ませていただ
ければと思います。よろしくお願い致します。
私は兵庫県のあかりの家で生活支援員を勤めた
ところから、福祉の分野で仕事をさせていただい
ています。その後、法人が発達障害者支援センター
事業を受託、開設に伴い異動いたしました。
あかりの家では重度の知的障害を伴う自閉症の
ある人たちへの生活全般の支援を行っていました
が、発達障害者支援センターに移りますと知的
障害を伴わない自閉症やＡＤＨＤの診断を受けら
れている人たち、もしくは未診断の人たちが支援
を求めてセンターに来られる状態でした。これま
での支援現場では経験していない人たちへの支援
に、正直、毎日手探りで行う日々だったことを思
いだします。
しかし、あかりの家の生活支援員としていつも
心がけていたこと、「分かりづらさがある。その
人のことを知り、何故こうした行動をとるのか。」
利用者のことを知るための「密着取材をすること」
は発達障害者支援センターに来ても同じことであ
ると感じました。センターに来られる人たちの多
くは、自身の思いを的確に表現できないこともあ
りますが思いや考えを言葉で表現出来る人たちが
多いです。しかし、表現できるからこそ、どういっ
た背景でそのように考えたか、考えるためにどう

いった状況理解があったかなど、その人やその人
を取り巻く周囲の人の状況をしっかりと確認し、
支援を進めることが必要になります。また、その
人の特性も把握し、総合的に見ていくことが必要
となり、先に申し上げた相談者を「分かりづらさ
がある。その人のことを知り、何故こうした行動
をとるのか。」、「密着取材をする」ことが必要に
なります。
相談者のことを知り、必要な支援を行うこと。
これこそが発達障害者支援センターの専門性であ
り、こうした個々への支援で培った専門性を基盤
にして、コンサルテーションなどの支援機関を行
うことが出来ると考えています。
発達障害者支援センターの在り方は、保育、特
別支援教育、福祉サービス事業所、就労など、取
り巻く状況によって大きく変わってきています。
昨今、地域の支援機関で発達障害のある人たちの
支援は行われるようになってきている中、我々の
ところに相談に来られる人はより複雑な背景を持
つ人が多く来られるようになっています。そうし
た中、発達障害者支援センターが地域に必要とさ
れる機関としての在り方、担うべき役割をより深
めていかなればなりません。部会ではこれからの
発達障害者支援センターの有り方を意見交換でき
る場にしていきたいと思います。早速ですが、11
月の研究大会の場で全自者協加盟法人の中で、発
達障害者支援センターを受託しているセンターの
皆さんで意見交換できる機会を持ちますので、ぜ
ひ、ご参加いただければと思います。

全日本自閉症支援者協会　理事就任にあたり

ひょうご発達障害者支援センター　和　田　康　宏
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ル
で
「
令
和
元
年
！
節
目
の
年
を
迎

え
て
、
原
点
の
再
確
認
と
、
生
涯
を

支
え
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
構
築

を
！
」
を
テ
ー
マ
に
定
員
は
3
0
0

名
で
開
催
予
定
と
な
っ
て
い
る
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

②�

令
和
2
年
度
の
第
34
回
研
究
大
会
に

つ
い
て
は
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
が
担
当
し

て
お
り
、
主
管
施
設
の
大
津
市
発
達

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
小
﨑
大
陽

セ
ン
タ
ー
長
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

③�

会
報
の
発
行
、
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う

広
報
委
員
会
の
開
催
、
情
報
提
供
い

ず
れ
も
年
2
回
（
総
会
後
、
研
究
大

会
後
）

④�

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
2
0
2
0
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
共
催

⑤�

調
査
・
研
究
活
動
に
つ
い
て
、
障
害

者
総
合
福
祉
推
進
事
業
の
受
託
を
し

て
お
り
、
事
業
名
：「
強
度
行
動
障

害
児
者
に
携
わ
る
者
に
対
す
る
体
系

的
な
支
援
ス
キ
ル
の
向
上
及
び
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ズ
等
に
関
す
る
研
究
」
に

つ
い
て
横
浜
や
ま
び
こ
の
里
の
小
林

信
篤
副
会
長
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

⑥�

令
和
元
年
度
発
達
障
害
支
援
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
の
実
施
に

つ
い
て
、
嬉
泉
の
北
川
裕
氏
よ
り
、

集
合
研
修
の
報
告
や
今
後
の
研
修
実

施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

⑦�

権
利
擁
護
・
虐
待
防
止
委
員
会
の
発

足
の
説
明
の
あ
と
、
発
達
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
部
会
の
発
足
に
つ
い

て
、
ひ
ょ
う
ご
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
の
和
田
康
宏
セ
ン
タ
ー
長
よ

り
説
明
が
な
さ
れ
、
児
童
療
育
部
会

の
発
足
に
つ
い
て
、
萌
葱
の
郷
五
十

嵐
猛
氏
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

⑧�

協
会
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
推
進
、
海
外

情
報
の
収
集
と
提
供
つ
い
て
事
務
局

よ
り
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

⑸�

平
成
30
、
31
年
度
役
員
に
つ
い
て
、
事

務
局
よ
り
未
定
で
あ
っ
た
理
事
1
名
が

決
定
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

⑹�

令
和
元
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
事
務
局

よ
り
提
案
が
な
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

○
意
見
交
換
会

国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
加
藤
潔
発
達
障
害
支
援
推
進
官

よ
り
、
発
達
障
害
者
地
域
支
援
推
進
事
業

実
地
研
修
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。	

（
全
自
者
協
事
務
局
）

簿
の
作
成
⑤
発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
養
成
研
修
の
実
施
準
備
⑥
厚
生
労

働
省
等
の
行
政
機
関
、
日
本
自
閉
症
協
会

や
J
D
D
ネ
ッ
ト
、
日
本
知
的
障
害
者
福

祉
協
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
連
団
体
と
の

情
報
交
換
、
連
携
、
要
望
活
動
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

⑵�

平
成
30
年
度
決
算
報
告
が
事
務
局
よ
り

な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
け
や
き
の
郷

の
水
野
努
監
事
よ
り
、
適
切
に
会
計
処

理
が
な
さ
れ
て
い
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
本
件
に
つ
い
て
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

⑶�

昨
年
の
第
32
回
研
究
大
会
三
重
大
会
の

報
告
が
れ
ん
げ
の
里
の
前
納
欣
人
施
設

長
よ
り
な
さ
れ
、
大
会
は
成
功
裏
に
終

わ
っ
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

⑷�

令
和
元
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
事

務
局
お
よ
び
担
当
者
よ
り
下
記
の
提
案

が
な
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

①�

第
33
回
研
究
大
会
埼
玉
大
会
に
つ
い

て
、
主
管
施
設
障
害
者
相
談
・
地
域

支
援
セ
ン
タ
ー
け
や
き
の
水
野
努
セ

ン
タ
ー
長
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
元
年
11
月
7
日
8
日
の
両

日
に
川
越
市
の
川
越
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

令
和
元
年
7
月
21
日
（
日
）、
ビ
ジ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
横
浜
に
お
い
て
、
全
日
本
自
閉

症
支
援
者
協
会
総
会
の
年
次
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

○
講
演

総
会
に
先
立
ち
、
公
明
党
高
木
美
智
代

衆
議
院
議
員
よ
り
、「
発
達
障
害
者
支
援
の

今
後
の
課
題
と
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
副
会
長
挨
拶

石
井
啓
副
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
後

に
、
総
会
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

○
議
事
の
進
行

定
款
第
16
条
の
規
定
に
よ
り
石
井
啓
会

長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
後
、
事
務
局
か

ら
委
任
状
23
施
設
出
席
46
施
設
で
過
半
数

を
満
た
し
て
い
る
の
で
総
会
が
成
立
し
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
8
件
の

議
案
が
検
討
さ
れ
、
い
ず
れ
も
出
席
者
の

全
員
一
致
で
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

⑴�

平
成
30
年
度
事
業
報
告
が
事
務
局
よ
り

な
さ
れ
ま
し
た
。

実
施
し
た
事
業
は
、
①
第
32
回
研
究
大

会
三
重
大
会
の
開
催
②
第
33
回
研
究
大
会

埼
玉
大
会
の
計
画
③
会
報
（
全
自
者
協

ニ
ュ
ー
ス
）
の
年
2
回
発
行
と
関
連
団
体

等
へ
の
送
付
④
会
員
（
施
設
・
個
人
）
名

令
和
元
年
度
　
全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
総
会 

議
事
録
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「発達障害者支援の今後の課題と展望」について

公明党　　高木美智代衆議院議員

令和の始めとなる総会冒頭に発達障害の支援を考える議員連盟の事務局長を
務める公明党高木美智代衆議院議員に発達障害者支援の今後の課題と展望につ
いてご教示いただきましたので、資料を交えて紹介いたします。

早期発達支援から就学、就労、社会生活といったライフステージを通じた支
援の在り方について、ICD–11 をふまえながら慎重に整理をすすめており、早期
のコミュニケーション支援の重要性や放課後等デイサービスにおける質的評価
の見直しが必要であることや、就労の機会確保に向けて大学に進学後も就労移行
支援を活用できることを周知すること、成年後見や権利擁護等の推進に向けて発達障害者支援センターの拡
充や専門的な医療機関の確保、人材の確保に向けた研修、相談支援の体制について実態調査等を通して整
理していく必要があると考えている。
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家族等や本人支援においても、子育て支援の観点からすすめる必要があることを認識しており、普及啓発
活動やピアサポート等の支援事業の活用をすすめてほしいと考えている。
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どの地域においても一定水準の診療を受けられるように医療関係者の養成をすすめており、家庭、教育、
福祉の連携を推進するトライアングルプロジェクトの推進も行っている。今後は好事例の紹介も行いたいと
考えている。
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〈
日　

時
〉�
令
和
元
年
9
月
10
日
（
火
）	

15
：
00
〜
17
：
00

〈
場　

所
〉
厚
生
労
働
省

〈
参
加
者
〉

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局　

障
害
保

健
福
祉
部

障
害
福
祉
課　

障
害
児
・
発
達
障
害
支

援
室
長　

山
口
正
行

虐
待
防
止
・
障
害
福
祉
専
門
官　

片
桐

公
彦

発
達
障
害
施
策
調
整
官　

田
中
尚
樹

発
達
障
害
対
策
専
門
官　

加
藤
永
歳
、

障
害
児
支
援
専
門
官　

鈴
木
久
也

発
達
障
害
者
支
援
係
長　

長
谷
川
純

全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会

会　
　

長　

�

松
上
利
男
（
北
摂
杉
の
子
会
）

副
会
長　

�

石
井
啓
（
嬉
泉
）、
小
林
信
篤

（
横
浜
や
ま
び
こ
の
里
）

常
任
理
事　

�

近
藤
裕
彦
（
檜
の
里
）、
五
十

嵐 

猛
（
萌
葱
の
郷
）

理　
　

事　

�

小
林
勉
（
菜
の
花
会
）、
松
本

正
（
ひ
ら
き
の
里
）、
佐
藤
貴

志
（
は
る
に
れ
の
里
）、
和
田

康
宏
（
あ
か
り
の
家
）

事
務
局　

�

佐
々
木
寛
昭（
北
摂
杉
の
子
会
）、

木
村
昭
一
（
は
る
に
れ
の
里
）

①�

「
2
0
1
9
年
度
障
害
者
総
合
福
祉
推

進
事
業
、
強
度
行
動
障
害
者
に
携
わ
る

者
に
対
す
る
体
系
的
な
支
援
ス
キ
ル
の

向
上
及
び
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
等
に
関
す

る
研
究
」
に
つ
い
て

　

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
や
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
の
在
り
方
を
提
案
す
る
た
め

に
、
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
行
う
準
備
を
す
す
め
て
い
る

経
過
報
告
と
と
も
に
、
本
研
究
は
複
数

年
継
続
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
旨
を
お

伝
え
し
た
。

②
障
害
児
支
援
に
つ
い
て

　

全
協
内
に
も
、
障
害
児
部
会
を
つ

く
っ
た
こ
と
か
ら
、
障
害
児
入
所
施
設

の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
を
始
め
と

す
る
各
検
討
会
委
員
を
推
薦
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
旨
を
伝
え
た
。
ま
た
、
放

課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
や
区
分
の

判
定
、
定
員
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
入
所
施
設

に
お
け
る
強
度
行
動
障
害
児
の
加
算
が

上
が
り
に
く
い
点
な
ど
に
つ
い
て
、
全

自
者
協
か
ら
引
き
続
き
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
約
束
し
た
。

③
入
院
時
対
応
に
つ
い
て

　

自
閉
症
者
や
保
護
者
の
高
齢
化
に

平
成
31
年
度
　
厚
生
労
働
省
と
の
懇
談
会
報
告

伴
っ
て
入
院
時
に
施
設
側
か
ら
専
門
的

な
支
援
を
望
ま
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い

る
中
、
24
時
間
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る

場
合
や
入
院
が
長
期
化
す
る
際
の
対
応

に
つ
い
て
、
今
後
、
全
自
者
協
か
ら
具

体
的
な
提
案
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
約

束
し
た
。

④
地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業
に
つ
い
て

　

緊
急
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
受
け
い

れ
る
体
制
を
造
る
た
め
の
加
算
措
置
や
、

8
0
5
0
問
題
に
向
け
て
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
支
援
や
地
域
支
援
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

増
員
を
求
め
た
い
旨
を
伝
え
た
。

⑤
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

既
存
の
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

の
実
施
状
況
報
告
で
は
、
困
難
事
例
の

対
応
や
質
的
な
評
価
が
行
い
に
く
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
全
自
者
協

の
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
部
会
を

通
し
て
、
意
見
交
換
を
す
す
め
て
い
き

た
い
旨
を
伝
え
た
。

⑥�

す
ぎ
の
こ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

紹
介

　

松
上
会
長
か
ら
、
医
療
と
の
連
携
に

よ
る
好
事
例
と
し
て
、
発
達
障
が
い

児
者
の
た
め
の
す
ぎ
の
こ
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。
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新
し
い
年
号
と
共
に
始
ま
っ
た
新
生

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
。
7
月
13

日
、
14
日
に
東
京
で
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス

と
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
の
集
合
研
修
を
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
ン
ス
の
コ
ー

ス
受
講
者
に
対
し
て
は
、
個
々
が
支
援
や

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
組
み
立
て
実
践
し

て
い
く
上
で
の
柱
に
な
る
、
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
視
点
や
理
念
、
知
識
、
理
論
や

支
援
法
の
基
礎
を
網
羅
し
た
企
画
で
し

た
。
受
講
後
の
感
想
に
は
、
得
た
知
識
を

自
分
な
り
に
整
理
し
た
り
消
化
す
る
必
要

性
を
強
く
感
じ
た
り
、
逆
に
物
足
り
な
さ

を
感
じ
た
方
も
い
た
よ
う
で
す
。
一
方
、

ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
で
は
、
新
た
な
知
見

や
考
え
方
、
ア
プ
ロ
ー
チ
法
に
出
会
い
、

こ
れ
ま
で
の
実
践
を
反
省
的
に
振
り
返
る

方
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
し
た
。

今
回
、
受
講
者
の
応
募
は
事
務
局
の

期
待
通
り
に
は
進
ま
ず
、
特
に
ア
ド
バ
ン

ス
コ
ー
ス
の
受
講
希
望
者
は
予
定
を
遥
か

新
生
発
達
障
害
支
援

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

養
成
研
修
・『
経
過
報
告
』

発
達
障
害
支
援

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修

特
定
事
務
局
　
北
川
　
裕

に
下
回
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
1
年
の
休

止
を
経
て
の
再
開
、
宣
伝
不
足
と
い
う
点

は
確
実
な
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
し
て
反
省
も

す
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
そ
の
他
の
要
因

を
考
え
る
と
、「
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
受

講
対
象
者
は
そ
も
そ
も
研
修
参
加
が
難
し

い
」
と
い
う
側
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

し
た
。
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
受
講
対
象
者

の
多
く
は
、
施
設
、
学
校
、
機
関
の
中
核

と
な
り
、
支
援
に
も
後
進
の
指
導
育
成
に

も
、
は
た
ま
た
地
域
の
関
係
機
関
等
と
の

協
力
や
連
携
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
等

の
担
い
手
で
あ
り
、
な
か
な
か
研
修
に
出

か
け
る
余
裕
が
な
い
状
況
で
あ
ろ
う
こ
と

が
推
察
さ
れ
ま
す
。
今
回
、
協
会
加
盟
施

設
か
ら
の
応
募
が
予
想
外
に
少
な
か
っ
た

こ
と
も
、
そ
う
し
た
施
設
の
実
情
を
反
映

し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
来
年
度
以
降

は
、
そ
う
し
た
要
因
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
こ

れ
か
ら
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
し
て
い
こ

う
と
す
る
方
」
も
よ
り
多
く
受
講
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
改
善
を
考
え
て
い
ま
す
。

前
S
V
研
修
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
修
了

は
集
合
研
修
の
他
二
施
設
で
の
実
務
研
修

と
当
事
者
団
体
で
の
活
動
参
加
が
要
件
で

し
た
が
、
現
研
修
で
は
集
合
研
修
と
実
務

研
修
を
1
回
受
講
し
て
い
れ
ば
修
了
と
見

な
し
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
受
講
が
可
能
で

す
。
前
S
V
研
修
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
見

修
了
の
方
々
に
奮
っ
て
の
受
講
を
呼
び
か

け
る
と
こ
ろ
で
す
。
ち
な
み
に
来
年
度
の

集
合
研
修
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
大
阪

で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
今
後
の
S
V
研
修
の
進
行
に

つ
い
て
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
は
受
け

入
れ
施
設
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
実
務

研
修
が
9
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ア

ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
は
、
12
月
14
日
に
事
例

検
討
会
の
実
施
と
な
り
ま
す
。
当
初
の
予

定
で
は
協
会
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
の
開
催
で

し
た
が
、『
P
C
A
G
I
P
に
よ
る
事
例

検
討
会
』
と
い
う
新
た
な
試
み
へ
の
準
備

不
足
も
あ
り
、
ま
た
受
講
者
数
か
ら
も
東

京
で
の
集
合
研
修
形
態
と
な
り
ま
し
た
。

『
P
C
A
G
I
P
』
は
、
受
講
者
は
7
月

の
集
合
研
修
で
体
験
済
み
で
、「
職
場
に
持

ち
帰
っ
て
実
践
し
た
い
」
と
の
感
想
が
ほ

ぼ
全
員
か
ら
聞
か
れ
る
ほ
ど
大
好
評
で
し

た
。
た
だ
、
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
技
法

と
し
て
活
用
し
て
い
く
に
は
適
切
な
実
践

の
積
み
重
ね
が
必
要
で
す
。
特
に
、
基
本

的
に
ピ
ア
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
や
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
の
姿
勢
が
求
め
ら
れ
、
受
講

者
自
身
が
主
体
と
な
っ
て
事
例
検
討
会
を

進
め
て
い
く
と
な
る
と
「
教
え
る
」「
指
示

す
る
」「
指
摘
す
る
」
と
い
っ
た
こ
と
が
禁

じ
手
に
な
り
、
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
今

回
12
月
の
事
例
検
討
会
は
、
ま
さ
に
ピ
ア

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
が
健
全
に
進
め
ら
れ

て
い
る
の
か
を
点
検
す
る
場
に
な
っ
て
く

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

現
状
、
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
特
化
し

た
実
践
研
修
の
機
会
は
極
め
て
少
な
く
、

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
と
指
摘
や
解
説
や
指

導
と
き
ち
ん
と
区
別
で
き
て
い
な
い
方
も

ま
だ
ま
だ
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
協

会
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
の
事
例
検
討
会
を
広
く
数
多
く
実
施

し
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
の
機
能
を

獲
得
し
て
い
く
こ
と
の
価
値
は
計
り
知
れ

な
い
と
思
い
ま
す
。
自
閉
症
の
方
々
に
直

接
関
わ
る
（
ハ
ン
ズ
オ
ン
）
の
場
を
提
供

す
る
実
務
研
修
と
共
に
、
協
会
を
上
げ
て

取
り
組
む
べ
き
タ
ス
ク
か
と
思
い
ま
す
。

私
の
法
人
で
も
受
講
者
を
出
す
の
は
、

現
場
的
に
は
正
直
厳
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
で
も
、
法
人
の
人
材
育
成
の
課
題
や

何
よ
り
自
分
の
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
力
の

未
熟
さ
に
目
を
つ
ぶ
る
わ
け
に
も
い
き
ま

せ
ん
。
受
講
者
も
協
会
加
盟
施
設
も
同
じ

窮
状
に
あ
る
ピ
ア
と
し
て
協
力
し
合
い
、

じ
っ
く
り
と

腰
を
据
え
て

進
め
て
い
け

れ
ば
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
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第
11
回
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

2
0
1
9
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
今
年

の
4
月
6
日
（
土
）
に
、
東
京
の
霞
が
関

に
あ
る
全
社
協
灘
尾
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

参
加
者
は
、
3
2
7
名
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、「
輝
く
人
・
照
ら
す
人
」
を
テ
ー

マ
に
お
い
て
、
3
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

企
画
致
し
ま
し
た
。
今
年
も
テ
ー
マ
の
基

本
に
は
、「
発
達
障
害
の
こ
と
を
多
く
の
方

に
伝
え
た
い
・
知
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う

考
え
や
希
望
の
も
と
に
、
各
地
域
で
の
取

り
組
み
や
実
践
内
容
を
中
心
に
し
た
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
発
表
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昼
食
休
憩
時
に
は
、
今
年
の

4
月
2
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
た
「
東
京

タ
ワ
ー　

啓
発
イ
ベ
ン
ト
」
の
ビ
デ
オ
が

上
映
さ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に
は
、

各
地
域
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
当
事
者
の

皆
様
か
ら
、
力
強
く
気
持
ち
溢
れ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を

以
下
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
２
０
１
９

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

『
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

総
合
司
会　

国
沢　

真
弓　

氏

●
開
会
式　

10
：
00
〜
10
：
40

国
連
事
務
総
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
、　

主
催
者

挨
拶
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
会
挨
拶
、　

来
賓

祝
辞
、
来
賓
紹
介

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
①
10
：
50
〜
12
：
10

「
地
域
を
照
ら
す
人
」

　

司
会

　
　

西
牧　

謙
吾　

氏

　
　
（
発
達
障
害
情
報
・
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　

田
中　

尚
樹　

氏　

　
　
（
厚
生
労
働
省
）

　

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

　
　

秀
島　

敏
行　

氏

　
　
（
佐
賀
県
佐
賀
市
長
）

　
　

染
谷　

絹
代　

氏

　
　
（
静
岡
県
島
田
市
長
）

　
　

高
橋　

陽
子　

氏

　
　
（�

神
奈
川
県
中
小
企
業
家
同
友
会	

ダ
ン
ウ
ェ
イ
株
式
会
社　

代
表
取

締
役
社
長
）

〜
昼
食
休
憩
〜

〈
東
京
タ
ワ
ー　

啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
ビ
デ
オ

上
映
〉

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②
13
：
10
〜
14
：
30

「
T
V
の
中
で
輝
く
人
・
照
ら
す
人
」

　

司
会

　
　

小
林　

洋
志　

氏

　
　
（
日
本
自
閉
症
協
会
）

　
　

加
藤　

永
歳　

氏

　
　
（
厚
生
労
働
省
）

　

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

　
　

齋
藤　

真
貴　

氏

　
　
（�

N
H
K
製
作
局　

生
活
・
食
料
番

組
部
チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
　

長
岡　

学　

氏

　
　
（�

セ
サ
ミ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

ヴ
ァ

イ
ス
・
プ
レ
ジ
デ
ン
ト　

エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
兼
日

本
代
表
）

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　
　

井
上　

雅
彦　

氏

　
　
（�

鳥
取
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

臨
床
心
理
学
講
座　

教
授
）

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
③
14
：
40
〜
16
：
00

「
暮
ら
し
の
中
で
輝
く
人
・
照
ら
す
人
」

　

司
会

　
　

加
藤　

潔　

氏

　
　
（
発
達
障
害
情
報
・
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　

上
江　

昇
一　

氏

　
　
（
日
本
発
達
障
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

　
　

嶋
田　

知
詠
子　

氏

　
　
（�

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

障
が
い

児
者
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
た
ん
ぽ
ぽ

の
会　

理
事
長
）

　
　

松
尾　

浩
久　

氏

　
　
（�
特
定
非
営
利
活
動
法
人	

H
E
R
O
E
S　

理
事
長
）

　

 

●
閉
会
式　

16
：
05
〜
16
：
20

当
事
者
メ
ッ
セ
ー
ジ 

主
催
者
挨
拶

今
回
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
が
け
、
根

本
匠
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
主
催
者
挨

拶
、
藤
原
誠
文
部
科
学
省
事
務
次
官
か
ら

の
共
催
団
体
挨
拶
、
高
木
美
智
代
発
達
障

害
の
支
援
を
考
え
る
議
員
連
盟
事
務
局
か

ら
の
来
賓
挨
拶
、
市
川
宏
伸
一
般
社
団
法

人
日
本
自
閉
症
協
会
会
長
か
ら
の
実
行
委

員
長
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・

グ
テ
ー
レ
ス
国
際
連
合
事
務
総
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
松
上
利
男
全
日
本
自
閉
症

支
援
者
協
会
会
長
に
よ
り
代
読
さ
れ
ま
し

た
。今

年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
地
域
の

中
で
、
暮
ら
し
の
中
で
、「
輝
く
人
」
と
そ

れ
を
「
照
ら
す
人
」
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
焦
点
を
あ
て
て
、
お
話
を
い
た
だ

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
人
ら
し
く

輝
い
て
い
る
当
事
者
の
方
と
、
そ
の
方
た

ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
照
ら
し
輝
か
し

て
い
る
方
と
の
自
然
な
調
和
が
、
私
た
ち

の
身
近
な
暮
ら
し
に
あ
る
こ
と
。
そ
れ
が
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
も
っ
と
必
要
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
社
福
）
け
や
き
の
郷　

水
野
努
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新
規
加
盟
施
設
紹
介

も
う
一
つ
の
法
人
の
強
み
は
、
家
族
会

の
存
在
で
す
。
家
族
会
は
、
創
立
時
か
ら

発
足
さ
れ
、
毎
月
開
催
さ
れ
る
合
同
家
族

会
に
は
、
法
人
内
の
全
事
業
所
の
ご
家
族

が
集
ま
り
、
そ
の
数
は
約
2
0
0
人
で

す
。
ま
た
、家
族
会
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
は
、
多
数
の
ご
家
族
の
ご
協
力
の

中
、
毎
年
楽
し
く
地
域
交
流
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
法
人
と
家
族
会
が
強
力

な
タ
ッ
グ
を
組
み
、
大
き
な
実
績
と
な
っ

て
い
ま
す
。

誰
も
が
か
け
が
え
の
な
い
「
大
切
な
人
」

で
あ
り
、「
暮
ら
す
」
こ
と
「
生
き
る
事
」

に
充
実
し
た
日
々
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願

い
、
今
後
も
法
人
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。文

責
：
楯　

雅
博

社
会
福
祉
法
人
ま
つ
ど
育
成
会
は
、
平

成
14
年
8
月
に
設
立
し
ま
し
た
。
最
初
の

事
業
と
し
て
障
害
者
支
援
施
設
「
ま
つ

ぼ
っ
く
り
」
を
、
平
成
16
年
四
月
に
開
業

し
ま
し
た
。
千
葉
県
内
で
は
、
最
後
の
知

的
障
害
者
更
生
施
設
で
し
た
。
創
設
か
ら
、

15
周
年
を
迎
え
た
本
年
に
至
る
ま
で
、
職

員
は
、
法
人
の
基
本
理
念
「
誰
も
が
ひ
と

り
の
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
権
利
を
有
し

て
い
る
こ
と
を
意
識
し
、
そ
の
持
て
る
力

を
最
大
限
に
発
揮
し
て
生
き
る
事
を
支
援

す
る
。
人
と
し
て
尊
厳
を
尊
重
し
、
そ
の

人
ら
し
く
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
を
模
索

し
、
丁
寧
な
支
援
を
継
続
す
る
。」
の
下
、

真
摯
に
支
援
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

早
坂
統
括
施
設
長
は
、
開
業
当
時
か
ら
、

ユ
ニ
ッ
ト
型
、
個
室
対
応
、
浴
室
も
ユ
ニ
ッ

ト
ご
と
に
完
備
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
終

の
棲
み
か
に
は
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
一
人
ひ
と
り
に
人
生
が

あ
り
、
ど
ん
な
暮
ら
し
方
が
良
い
の
か
を

一
緒
に
考
え
、
見
極
め
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
創

立
時
か
ら
“
通
過
型
”
と
謳
い
、ま
つ
ぼ
っ

社
会
福
祉
法
人
ま
つ
ど
育
成
会

障
害
者
支
援
施
設
　まつ
ぼ
っ
く
り

く
り
を
通
過
型
入
所
施
設
と
し
て
位
置
づ

け
ま
し
た
。
以
降
、
積
極
的
に
地
域
生
活

移
行
を
進
め
、
平
成
30
年
度
末
現
在
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
松
戸
市
内
外
で
9
か

所
11
ホ
ー
ム
57
名
の
利
用
実
績
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
令
和
元
年
も
六
名
の
利
用
者
さ

ん
が
新
し
い
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用
さ

れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
経
過
の
中
で
、
法
人
が
大
切
に
し

て
き
た
こ
と
は
、
単
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

を
建
て
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ホ
ー
ム
で
、
自
分
の
暮
ら
し
や
暮

ら
し
方
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
、
何
よ
り

も
自
分
の
暮
ら
し
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
て
る

よ
う
に
な
っ
て
頂
く
こ
と
を
主
眼
に
支
援

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、
大
切
な
の
は
、
重
度
だ
か

ら
と
か
、
軽
度
だ
か
ら
と
か
で
は
な
く
、

ひ
と
り
の
「
人
の
暮
ら
し
」
な
の
だ
と
い

う
こ
と
、
職
員
は
、
そ
の
こ
と
を
常
に
念

頭
に
置
い
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
加
え
て
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
た
設
計
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と

は
い
え
、
日
常
的
に
他
人
と
日
々
暮
ら
す

こ
と
の
大
変
さ
も
想
像
し
て
い
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
職
住
分
離
を
基
本
と
し
、
ほ
と

ん
ど
の
人
が
通
勤
さ
れ
て
い
ま
す
。
休
日

は
、
個
人
の
趣
味
嗜
好
を
考
慮
し
た
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
外
出
、
大
人
数
の
強
さ
を
活
か

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
特
に
年
末
恒
例
の
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
の
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
皆
さ
ん
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
る
行
事
で
す
。

社
会
福
祉
法
人
ま
つ
ど
育
成
会

障
害
者
支
援
施
設

ま
つ
ぼ
�
く
り
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『
ル
・
リ
ア
ン
』
は
平
成
29
年
10
月
、
岐

阜
市
に
知
的
障
害
を
伴
な
っ
た
自
閉
症
の

人
達
が
地
域
で
生
活
し
て
い
く
こ
と
を
支

援
す
る
拠
点
と
な
る
施
設
を
つ
く
ろ
う
と

の
呼
び
か
け
に
賛
同
し
た
者
に
よ
っ
て
、

社
会
福
祉
法
人
『
至
誠
会
』
を
設
立
、
最

初
の
施
設
（
日
中
活
動
支
援
事
業
所
）
と

し
て
岐
阜
市
の
西
部
地
区
で
事
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
行
っ
て
い
る
事
業
は
「
生
活

介
護
」
定
員
15
名
、「
就
労
継
続
支
援
B
型
」

定
員
10
名
の
多
機
能
型
事
業
所
で
、「
ル
・

リ
ア
ン
相
談
支
援
事
業
部
」
を
併
設
し
て

い
ま
す
。
来
年
度
に
は
、「
短
期
入
所
」、「
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
を
開
設
す
る
準
備
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

法
人
名
の
『
至
誠
』
は
「
誠
意
を
尽
く

し
て
事
に
あ
た
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
も
必
ず
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
。」
と
い

う
意
味
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
施
設

名（
事
業
所
名
）『
ル
・
リ
ア
ン
』は「
絆
」「
繋

が
り
」「
縁
」
の
意
味
が
あ
り
、
こ
の
場
所

か
ら
私
達
の
願
い
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く

よ
う
に
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

開
設
か
ら
や
が
て
2
年
に
な
り
ま
す

が
、
施
設
も
今
年
4
月
に
当
初
予
定
の
定

員
利
用
者
に
な
り
、
改
め
て
の
ス
タ
ー
ト

～
開
設
2
周
年
を
迎
え
て
～

『
ル
・
リ
ア
ン
』 

施
設
長
　
平
下
博
文

と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。『
発
達
障
害
者

支
援
法
』
施
行
な
ど
「
自
閉
症
」
の
社
会

的
認
知
も
進
み
、
こ
の
人
達
へ
の
福
祉
支

援
、
制
度
の
枠
も
拡
が
り
を
見
せ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、「
自
閉
症
」
そ

の
も
の
の
理
解
や
、
そ
こ
か
ら
発
生
す
る

支
援
の
目
的
や
方
法
は
今
現
在
も
様
々
な

状
況
が
あ
り
、
私
達
（
自
閉
症
の
人
達
も
）

が
生
き
て
い
る
現
代
社
会
の
価
値
観
も
多

様
化
、
混
沌
と
し
て
い
る
環
境
が
あ
る
中
、

ま
さ
に
そ
の
影
響
下
で
生
き
て
い
か
ざ
る

を
得
な
い
若
い
年
齢
の
人
た
ち
（
保
護
者

も
含
め
て
）
を
迎
え
て
の
出
発
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
の
利
用
者
は
自
閉
症
の
方
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
達
が
掲
げ
る

理
念
に
賛
同
し
利
用
し
続
け
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
制
度
上
は
「
生
活
介
護
」「
就

労
B
型
」
事
業
各
々
の
利
用
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
私
達
は
人
の
姿
を
固
定
し
て
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
状
態
は
変
わ
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
代
社
会
で
生

き
て
い
く
に
は
あ
ま
り
に
も
大
き
な
「
生

き
に
く
さ
」
を
有
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

私
達
の
依
っ
て
立
つ
社
会
が
こ
の
人
た
ち

の
理
解
を
深
め
存
在
を
認
め
、
こ
の
人
た

ち
の
世
界
に
近
づ
く
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
社
会
で
生
き

て
い
く
の
に
「
生
き
に
く
さ
」
と
い
う
基

本
部
分
を
有
し
て
い
る
「
自
分
達
」
も
、

こ
の
社
会
で
の
「
生
き
方
」
に
近
づ
く
努

力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
支
援
は

ま
さ
に
両
者
を
近
づ
け
て
い
く
過
程
に
他

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

す
べ
て
が
整
っ
た
状
態
で
の
ス
タ
ー
ト

と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
困
難
を
乗

り
越
え
て
い
く
過
程
で
私
達
の
願
い
と
す

る
施
設
の
姿
が
、
出
来
上
が
っ
て
い
く
も

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
実

現
し
て
い
く
の
は
縁
あ
っ
て
「
ル
・
リ
ア

ン
」
に
集
っ
た
、
ま
た
こ
れ
か
ら
も
集
っ

て
来
る
利
用
者
さ
ん
達
と
、
こ
の
人
達
の

周
り
に
い
る
私
達
自
身
の
他
を
「
思
い
や

る
心
」
で
す
。

人
々
が
互
い
を
認
め
合
う
共
生
社
会
が

実
現
で
き
る
そ
ん
な
場
に
な
る
施
設
づ
く

り
の
第
1
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
設
置

の
目
的
に
「
知
的
障
害
を
伴
な
っ
た
自
閉

症
の
人
の
支
援
」
と
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
役
割
と
機
能
は
果
た
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
達
は
施
設
の
基
本
方
針
を
『「
働
く
」

こ
と
で
人
と
し
て
の
自
己
実
現
と
、
社
会

参
画
を
成
し
て
い
く
。』
と
し
ま
し
た
。

『
ル
・
リ
ア
ン
』
に
は
自
分
の
居
場
所
が

あ
り
、
自
分
を
認
め
ら
れ
る
仕
事
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
自
分
を
受
け
止
め
て
く
れ
る
人

が
い
る
。「
働
く
」
こ
と
は
、
私
達
が
「
協

働
」
す
る
結
果
と
し
て
目
に
見
え
る
形
で

の
生
産
品
に
な
り
、
そ
れ
は
私
達
の
社
会

に
還
元
さ
れ
ま
す
。

解
り
や
す
い
環
境
の
提
供
と
、
至
っ
て

シ
ン
プ
ル
な
私
達
の
方
針
で
す
。

そ
れ
を
共
通
す
る
一
致
点
と
し
て
、
利

用
者
さ
ん
と
共
に
前
に
進
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

街の一角にある施設らしくない『ル・リアン」
（表に見えるはパン屋さん  イートインもできます）

施設内でのパンづくり
（協働作業です）

織布カレンダーの組付け
（これも協働作業です）

新
規
加
盟
施
設
紹
介
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１．大会趣旨
令和元年！

節目の年を迎えて、原点の再確認と、
生涯を支える切れ目のない支援の構築を！
令和元年が示すように、今年は「気淑く、和や

かな」節目・転換・飛躍の年！
全国の親が集結して設立した「日本自閉症協会」

は、設立 51 年目に入り、「全日本自閉症支援者協会」
は、発足 32 年目を迎えました。
今から 51 年前は、発達支援の場は皆無といって

よく、義務教育からも締め出されていた自閉症の
ある子どもたちに親が願ったのは、「生涯を支える
切れ目のない支援、人として当たり前の豊かな生
活を」でした。親たちが発起人となって設立した
施設が全国で 8カ所できたところで発足した「全
自者協（当時は、全国自閉症者施設連絡協議会）」
もまた、「自閉症者の人権と生きるための発達保
障・自立・社会参加の実践と研究の推進」をめざし、
福祉制度の谷間にある自閉症の人たちの支援を支
援する立場から、先駆的に実践してきました。
51 年という歳月は、「わが子らに居場所を、豊

かな生活を」と、素手で扉をたたき、制度に繋げ
てきた親たちの高齢化を意味します。別のことば
でいえば、それは、「親の思いを支援者に託すべき
節目の年。支援者は、その思いを受け継ぎ、さら
に飛躍させていく転換の年」であることを意味し
てもいるのではないでしょうか。
その転換期にあたって、原点の再確認とは、一

つは、これまで取り組み、蓄積し、到達した実績・
英知を明らかにし、自閉症のある方々が、困難さ
を抱えながらも地域社会の中で、人としての尊厳
をもって豊かな生活が送れているのかを実証し、
共有することに他なりません。そして、もう一つは、
これらの蓄積・英知を基に、残された課題を明ら
かにするとともに、支援の根幹を継承・飛躍させ
ていくことだと考えます。
彼ら自身も高齢化していく中、地域の中で、切

れ目なく生涯を支えるために、継承すべきもの、
構築するべきものを共に考えていきたいと思いま
す。

２．主　催　
一般社団法人　全日本自閉症支援者協会
＜�開催担当　全日本自閉症支援者協会		
関東ブロック施設＞

・社会福祉法人梅の里「あいの家」
・社会福祉法人ぐんぐん「ぐんぐん」
・社会福祉法人昭和ゆたか会「ライフ」
・社会福祉法人槇の里「いすみ学園」

・社会福祉法人菜の花会「しもふさ学園」
・社会福祉法人いちょうの里「みずほ学園」
・�社会福祉法人嬉泉「おおらか学園」「子どもの
生活研究所めばえ学園」「袖ヶ浦のびろ学園」
「袖ヶ浦ひかりの学園」「児童発達支援センター
ヒツジ」「地域生活支援センターたのしみ」「東
京都発達障害者支援センタートスカ」「板橋区
立赤塚福祉園」
・一般社団法人　親泉会
・�社会福祉法人せたがや樫の木会「世田谷区立
下馬福祉工房」
・社会福祉法人正夢の会「昭島生活実習所」
・社会福祉法人滝乃川学園「滝乃川学園児童部」
・�社会福祉法人東京都手をつなぐ育成会「ひだ
まりの里きよせ」
・�社会福祉法人啓光福祉会「啓光学園」・社会福
祉法人ひとふさの葡萄「ほっとらんにんぐ」
・�社会福祉法人まつど育成会「まつぼっくり」
・ NPO法人だいち「ライフステーション樹もれび」
・�社会福祉法人けやきの郷「初雁の家」「ワーク
センターけやき」（大会主管施設）

3．後援
・埼玉県
・川越市
・一般社団法人日本自閉症協会
・埼玉県自閉症協会
・公益財団法人日本知的障害者福祉協会
・埼玉県発達障害福祉協会
・一般財団法人日本発達障害ネットワーク
・日本自閉症スペクトラム学会
・発達障害者支援センター全国連絡協議会

4．期日
令和元年 11 月 7 日（木）〜 8日（金）

5．会場
川越プリンスホテル
〒 3501–8501　埼玉県川越市新富町 1–22
TEL：0491–2271–1111
（西武新宿線「本川越駅」直結）
（東武東上線「川越市駅」徒歩約 5分）
（JR線 &東武東上線「川越駅」徒歩約 10 分）
※「情報交換会」も同会場にて開催いたします

6．参加対象者
�全日本自閉症支援者協会会員施設職員　知的障
害者関係施設職員　
家族（保護者）　その他関係機関職員等

──── 第 33 回　全日本自閉症支援者協会　研究大会（埼玉大会）開催要項 ────
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7．定員
300 名（申込締切日：10 月 7 日（月））
（�定員の関係がありますので会員を優先に申し込
み受付とします。また定員に達しましたら募集
を終了しますのでご了承ください。）

8．参加費
【会　員】　両日参加　　１０，０００円
　　　　　一日のみ　　　７，０００円
【非会員】　両日参加　　１１，０００円
　　　　　一日のみ　　　８，０００円
※情報交換会９，０００円 （会員・非会員とも）

9．参加申込先
�西武トラベル株式会社　『全日本自閉症支援者協
会研究大会埼玉大会』係
（受付担当：吉澤・三浦　渉外担当：廣岡）
�〒 105–0003　東京都港区西新橋 1–14–2　新橋
SYビル 3階
営業時間：平日 9時 30 分〜 17 時 30 分
（土曜日・日曜日・祝祭日はお休みとなります）
TEL：03–6743–7171　FAX：03–6743–7186
E-mail：zenjisyakyo.saitama@seibutravel.co.jp
申込受付開始　令和元年 9月 2日（月）

10．大会事務局
社会福祉法人けやきの郷（担当：水野・内山）
〒 350–0813　埼玉県川越市平塚新田高田町 162
TEL：049–232–6363　FAX：049–232–6367
E-mail：Jiheiken33@gmail.com

11．日程
1 日目（11 月 7 日）
　13：00 〜 13：30	 開会式
　13：30 〜 14：10	 行政説明
　　�①文部科学省（田中裕一）　②厚生労働省（加
藤永歳）

　14：10 〜 15：10	 大会記念インタビュー　
　　「�わが子、そして同志と共に

〜扉を開けて、未来へつなぐ〜」
　　【発表者】阿部叔子
　　　　　　 （社会福祉法人けやきの郷）
　　【インタビュア】牧嶋博子（TBS）
　15：25 〜 16：25	 基調講演①
　　「自閉症支援の歩みと到達点

〜福祉の視点から〜」
　　【講師】志賀利一
　　　　　 （社会福祉法人横浜やまびこの里）
　16：40 〜 17：40	 基調講演②
　　「自閉症支援の歩みと到達点

〜医療の視点から〜」

　　【講師】市川宏伸
　　　　　  （一般社団法人日本自閉症協会）
　18：40	 情報交換会

2日目（11 月 8 日）
　9：30 〜 11：30	 シンポジウム　
　　「�未来への継承〜自閉症児者支援の更なる発

展を目指して〜」
　　【司会（コーディネーター）】
　　・石井啓
　　　（一般社団法人全日本自閉症支援者協会）
　　【発表者】
　　・水野佐知子（岐阜県自閉症協会）
　　・松上利男
　　　（一般社団法人全日本自閉症支援者協会）
　　・加藤永歳（厚生労働省）
　　【指定討論者】
　　・日詰正文（�独立行政法人国立重度知的障

害者総合施設　のぞみの園）
　11：30 〜 12：00	 閉会式
　13：00 〜 16：00	 分科会
　　第 1分科会
　　「�切れ目のない支援体制を地域で構築・実践

するために」
　　第 2分科会
　　「�個々を理解した豊かな生活のために」（行

動障害への支援）
　　第 3分科会
　　「�自閉症者の安定した就労 （活動） とその支援

〜働きは人生の柱〜」
　　第 4分科会
　　「�職員の定着促進のヒントを探して〜就活か

ら定着まで気持ちの変化を追って〜」
　　第 5分科会
　　「�親から支援者・地域へのバトンタッチ（生

涯を支えるために）」
　16：00	 終了
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●途中加入掛金 （加入希望月の前月20日が申込受付の締切です）

一般社団法人 日本自閉症協会 ＡＳＪ保険事務局
〒104-0044 東京都中央区明石町6-22 築地ニッコンビル6F

ＴＥＬ：03-5565-2020   FAX：03-5565-2021 E-Ｍail：asj-hoken@autism.or.jp
営業日 ： 月～金 （ 土・日・祝日除く ） 10:00～16:00

お問い合わせ・お申込み フリーダイヤル 0120-880-819

【ＡＳＪ保険】
●入院保障金 １会計年度 30日まで

・付添介護費用 １日 8,000円
（必要と認められた1日6時間以上の付添いが対象）

・差額ベッド費用 １日 5,000円

・入院臨時費用 １入院 5,000円

・入院諸費用 １日 1,000円

●死亡弔慰金 50,000円
（死亡弔慰金の受取人は法定相続人となります）

【ＡＩＧ損害保険】
●本人の傷害（ケガ）の補償
・入院 （730日限度） １日 3,000円
・手術 （１事故あたり１回まで） 3万円か1.5万円
・通院 （90日限度） １日 1,500円

◆保障内容（概要） 詳細はお問合せ下さい。パンフレット等をお送り致します。

●死亡保険金 224万円

●後遺障害保険金（障害の程度に応じて）

224万円～8.96万円

●他人への損害賠償(対人・対物）

・1事故支払限度額 １億円まで補償

自閉症スペクトラムのための総合保障のご案内

☆病気やケガでの入院、ケガでの通院、個人賠償補償がセットになっています☆

会 員 種 別 11月1日加入 12月1日加入

◆加入プラン A  （年間掛金15,900円）
6,920円 5,630円

日本自閉症協会正会員（加盟団体）の構成個人会員

◆加入プラン B  （年間掛金16,400円） 7,420円 6,130円
自助会員（上記以外の方は申し込みにて自助会員となります）

～Ｑ＆Ａ～

Q：自転車で他人にケガをさせた場合は補償の対象になりますか？

Q：施設内でパニックを起こし壁に穴をあけ、近くにいた入所者さんをケガさせてしまい

ましたが、補償の対象になりますか？またどのような手続きが必要になりますか？

A:パニックを起こし施設の壁に穴をあけてしまった場合は、補償の対象となります。
まずはご一報頂きましたら、保険金請求書をお送り致します。入所者さんをケガさせ
てしまった場合は、施設側の管理責任もありますので、施設が加入している施設賠償
責任保険が優先となるケースが多いです。

A:はい、1泊2日以上の入院であれば、２日目から保障の対象となります。

Q：弁護士費用保険は取り扱っていますでしょうか？

A:現在は取扱いはございません。ただ、加入者様からのお問い合わせ、ご要望が
多くなっておりますので、弁護士費用保険を導入できるよう調整、準備を進めており
ます。導入出来次第、皆様へご案内を致します。

A:はい、個人賠償補償の対象となります。

Q：検査入院をしたのですが、保障の対象になりますか？


